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原著論文
ハイノキの北限自生地における生育状況と地理分布

藤 井 俊 夫・服 部   保・石 田 弘 明

Habitat  Conditions  and  Geographical  Distribution  of  the  Symplocos  myrtacea

Sieb.  et  Zucc.  Population  at  the  Northern  Distributional  Limit.

Toshio  Fujii, Tamotsu  Hattori,  and  Hiroaki  Ishida

Abstract

The  habitat conditions and  population structure of Symplocos myrtacea Sieb. et Zucc.  were

investigated at Mt.  Saikoji-yama, Hyogo,  Japan, the northern  distributional limit. In  order to

clarify the populational characteristics at Mt.Saikoji-yama, we  compared  it with a population at

Aya, Miyazaki, southern  Kyushu,  the distributional center. Then  a geographic distribution map

of this species was  made  upon  examination  of many  specimens  and  compilation  of various

documentation.

This species appeared in a lucidophyllous forest on  a mountain  ridge. Population density (138

individual trees, 0.0092/m2)  was  low  at Mt.  Saikoji-yama.  As  well, the  size there was  very

samll. However,  DBH  size (7.5cm),  tree height (5.5m)  and  age (65 years old) were  greater

than the population at Aya  (0.171/m2, 4.5cm,  4.4m,  52 yr.
 , respectively).

 The  Saikoji-yama

population had fewer saplings than the Miyazaki population.

S. myrtacea  grows  very slowly  compared  to S. prunifolia, although  this species is highly

tolerant to shade and lives in the lucidophyllous forest.

This  species is distributed from  Kyushu  to Shikoku,  Chugoku  and  Kinki  districts, and

southwestern  Japan, except for around  the Seto Inland Sea. We  bilieve that the refugia of this

species in the last glacial stage existed not only in the Kyushu  district, but  also in Shikoku  or

the southern part of the Kinki district.

Key  words:  lucidophyllous  forest, northern  limit, population  structure, refugia, Symplocos

myrtacea

は じ め に

ハイノキ(町田/)餃ヽos myrta ぽαSieb.  et Zucc レ) は

西南日本の照葉樹林帯上部に生育する常緑の低木で, 九

廾|・四国から中国地方西部(広島県, 島根県, 山口県)に

分布することが知られていた。Nagamasu(1993) はハー

バリウムに納められているさく葉標本をもとにハイノキ

の分布図を作成したが, その際に室井綽が兵庫県西脇市

の西光寺山で採集した標本(H.Muroi: TNS10062) から,

兵庫県における分布を明らかにした。兵庫県下のハイノ

キの分布はすでに兵庫県植物目録(紅谷,1971)にも記載

されていたが, その後は確認されておらず, 分布の実態

が不明のままであった. 小林(1996)は1996年に44年ぶり

に西光寺山で10株ほどのハイノキ個体群を冉発見し, 当

地がハイノキの分布北限地にあたることを確認した.

著者らは分布北限地の西光寺山のハイノキの現状と,

本地域にハイノキが残存した要因を考察するために, 本

地域のハイノキ生育地の環境条件や個体群サイズを調査

し, さらにハイノキの分布の中心地にあたる宮崎県東諸

県郡綾町の個体群についても調査をおこない, 西光寺山
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Fig.l. Location map  of the study site, a- Aya  site, b" Saikoji-yama site, c- distribution map  of Symplocos

myrtacea in Mt. Saikoji-yama( map: Nishiwaki-city urban planning map  1  -2,500). solid circle'- Symp  locos

myrtacea.

の結果と比較した. また各種の文献をもとにハイノキ分

布図を作成し, 地理的分布を考察した.

調査 地 の概 要

ハイノキの北限自生地にあたる西光寺山は兵庫県西脇

市の北東部に位置する標高713m の山で(Fig.1), 加古川

水系の上流部にあたるレ 調査地周辺の地質は流紋岩から

構成されており(尾崎・松浦, 1996), 土壌は浅く, やや

露岩が多いレ 西光寺山山頂部の最寒月の几平均気温は-1.

2 ℃[気象庁(1958) の社観測所(兵庫県加東郡社町)の気温

から気温の逓減率を0.6T として計算), 年降水量は1300

mm( 気象庁, 1959) で, 瀬戸内式気候に属している.

西光寺山に自然林は残存せず, アカマッニ次林(アカ

マツーモチツツジ群集), コナラニ次林( コナラーアペマ

キ群集), ウバメガシニ次林(ウバメガシーコシダ群集),

スギーヒノキ人工林などが成立している. 標高300m か

ら600m 前後までの露岩が多いところはウバメガシニ次

林が広く分布している. このウバメガシ林は内陸部とし

ては稀な存在であるがに薪炭の生産を 川釣とした植栽起

源の樹林と考えられる(服部ほか, 1998).

宮崎県におけるハイノキの調査は東諸県郡綾町川中の,

自然性の高い照葉樹林が成立している綾南川流域から大

森山の中腹(標高200-700m) でおこなった(Fig. 1). 調査

地の最寒月の月平均気温は5.8 °Cから2.8  TC (気象庁,

1958), 年降水量2515mm  (気象庁, 1959) と, 表 日本気

候区にある.

調 査 方 法

ハイノキを含む樹林群落の組成については, 1997 年5

月から12 月にかけて西光寺山および宮崎県綾町において

植物社会学的調査方法(Braun-Blanquet,  1964) に基づ

いで調査をおこなった.

個体群調査については個体の位置, 萌芽の本数, 樹高,

胸高直径(樹高1.3m に満たないものは根ぎわ直径などを

計測した), 花または果実の有無, およびハイノキの上

層に生育している樹木の種類を記録した.

個体群の成長解析については, 同一個体群内から無作

為に試料個体を抽出して解析を行うべきだが, 調査地の

西光寺山は清水東条湖県立自然公園に位置し, 多数の試

料個体の伐採許叮を得ることが難しい事と, 兵庫県版の

レッド・リストの候補として挙げられる可能性があるほ

ど個体数が少なく, 保護上の観点から試料個体を隕った.

また綾町においても調査地は九州中央山地国定公園にあ

たり, 現状保護の立場から, 試料個体を1 個体とした.

成長解析に共する試料は各個体群内で最も大きな1 個体

とし, 年輪と樹高・直径の関係を調べた. 年輪および直

径は対象個体の幹を長さ50cm ごとに切断して測定した.

また, 現在までに知られているハイノキの分布を明らか

にす るため, 環境庁(1979a,  1979b,  1980,  1988a,

1988b, 1988c,  1988d,  1988e,  1988f) などの文献資料を

もとに国土地理院発行の5 万分の1 地形図幅を1 メッシュ

(22.5×18.5km) として分布図を作成した.

結 果 と 考 察

ハイノキ生育地の群落組成

西光寺山では標高600m から700m の斜面上部から尾根

筋に沿ってハイノキが出現した(Fig.1). 多くのハイノ

キが山頂の北側斜面(標高680m から700m) に集中してみ

られた. ハイノキはコナラニ次林( コナラーアベマキ群

集), スギーヒノキ人工林などの中に点在している. 樹

高5m 程度のコナラおよび樹高2m のコバノレクバツツ



Tab.l.  Population  structure of Symplocos  myrtacea.

I: Saikoji-yama  population,  II: Aya  population

Tab.2.  Size character of the Symplocos  myrtacea  population.

I: Saikoji-yama population, II: Aya  population

Fig.2.  Size  class distribution of DBH  and  tree height  of

Svmplocos  myrtacea  in Mt.  Saikoji-yama  and  Aya.

a,b: DBH  size class distribution of Symplocos  myrtacea.

c,d: tree height size class distribution. a,c: Mt.  Saikoji-yama.

b,d: Aya.  DBH:  diameter  of breast height.

ジなどが密生している林内にも少数のハイノキが認めら

れたが, 多くのハイノキは樹高15m 程のスギ植林( スギ

の密度は高くなく厂高木層の樹冠は不連続)の桙床に出

現した. また, ウバメガシが完全に優占する林内には見

られなかった.

高木層(15-  8 m) にはスギ, ヒノキの他に アカガシ,

クロソヨゴなどが出現し, 亜高木層(8-2m) はアカガ

シ, アセビ, クロソヨゴ, サカキ, シキミ, ソヨゴ, ノ丶

イノキが見られ, 草本層(2m 以下)にはアカガシ, アセ

ビ, クロソヨゴ, ヒサカキ, シキミ, ミヤマシキミ, ソ

ヨゴ, ハイノキなどが出現した. これらのことから厂西

光寺山のハイノキ生育地の潜在自然植生はウラジロガシ

ーサカキ群集に相当するものと考えられる(App.l).

綾町のハイノキ自生地は綾南川の上流, 大森岳の麓の

標高200-700m にあり, 自然性の高い照葉樹林が.成立し

ている. 周辺の地質は頁岩を伴う砂岩(＼奥村, 1995)から

なっている. この地域のハイノキは斜面七部から尾根筋

にかけて, 照葉樹林の林床に出現したレ 高木層は樹高1.0

-18m で, アカガシ, イスノキ, シキミ, ウラジロガシ

などが出現した. 亜高木層は樹高2 -10m で, ホソバタ

ブ, イヌガシ, ヤブッバキが出現し, 草本屑(2m 以下)

にはハイノキ, ホソバタブ, ヤブニッケイ, イヌガシ,

アカガシが出現し, ウラジロガシーイスノキ群回集に位置

づげられる(App.  1).

ハイノキ個体群の分布と構造

西光寺山 におげ る ハイノキの出現総数 は調査面積

15000m2 に対して, 138 株, 幹数で455 本であった. これ

らの数値から個体群密度(株密度), 幹密度を算出すると,

各々0.0092 株/m へ0.0303 幹/m2 となった(Tab.  1). 株

当たりの幹数は3.30 幹/株となり, 主幹のはっきりしな

い樹型になっている. また西光寺山のハイノキ個体群に

おげる最大樹高は5.5m でに平均樹高2.8m  (樹高2m 以

上ノ)個体の平均値:n=120), 最大胸高直径7.5cm, 平

均胸高直径2.8cm( ご平均樹高の算出法と同様)となり, 樹

齢は65 年に達していた(Tab ぶ).

綾町のハイノキ個体群は, 標高200m 前後の1 個体群

と標高700m 畄jf後の 川剛本群を調査し,2 個体群をあわ

せて解析した. 綾町のハイノキは照葉樹林内に出現して

いるが厂西光寺山と同様に斜面上部から尾根筋にかけて

出現していた. この2 個体群で 合計1000m2 を調査した

が, 出現総数は171株, 幹:数は404 本となり, 個体群密度,

幹密度は各々0.171 株ダダm2および, 0.404 幹/m2 となった.

株あたりの幹数は2.36 幹/ 株であった(Tab.  1). 綾町個

体群の最人樹高は4.4m, 平均樹高1.94m に最大胸高直

径4.50cm に平均胸高直径1.22cm で, 樹齢は52 年となっ

た(Tab.2).

胸高直径および樹高で西,光寺山と綾町のハイノキ個体

群を比較すると, 集団構造に違いが認められた(Fig.2).

胸高直径, 樹高と 乱 綾町の個体群は小さなサイズに含

まれる個体(幹)が多いのに対し厂西光寺山の個体群は綾

町の個体群に比べてサイズの大きな個体から構成されて

いる(Fig 。2).

西光万が山および綾町におげるハイノキ生育地の温度分

布は, 各々最寒月の平均気温-0.6 から ― 1.21,  5.8 か

ら2.8 での範囲にある. ハイノキの分布中心地である九



Fig.3. Relationship between  DBH  and age in Symplocos

myrtacea.

solid circle' Aya. open  circle: Mt. Saikoji-yama.

州全域でのハイノキの生育最適温度条件は2(C から-2

(Cの温度域にある(服部, 1985). したがって西光寺山の

ハイノキ生育地の温度分布は九州のハイノキ生育地にお

げる温度分布の範囲内におさまっており, 温度分布上,

九州と変わらないことになる. 綾町のハイノキ生育地は

分布上は中心地であるが, 九川全域からみると高温側に

ずれている.

ハイノキの成長解析

西光寺山と綾町の各々の個体群で各川固体を用いて年

輪と直径, 樹高の関係を調べた. 調査個体の地上部を50

cm ごとに切断し, 直径と樹齢の関係をみたのがFig. 3で

ある. ハイノキの年輪は緻密で成長が非常に遅く, 西光

寺山では樹齢65年で直径4.4cm, 綾町では同様に樹齢42

年で6.4cm となっている(Fig.  3). 樹齢と直径の関係に

ついては近似種のクロバイについて直線関係が成立して

いるので(藤井,1994  b)クロバイの成長様式に準じて直

線回帰を行った. 個体群全体の成長様式を 一ヽ試料個体で

代表するには若干の問題が残されているが厂両個体群の

成長の違いを把握するには十分であると考えている. 解

析の結果, 樹齢(O) と直径(D) の間には(1) 式がなり

たち.

D=aO-b[cm,  yr.]  (1)

西光寺山個体群では, D  = 0.0757 O -0.606(r=

0.981 : 有意水準5%), 綾町個体群ではD=0.1780 -

0.893  ( r =0.950 : 有意水準5%) の関係が得られた.

両個体群の成長を比較するため, 樹齢70年における胸

高直径を上記の回帰式を用いてま卜算すると, 画光寺山で

は胸高直径4.69cm, 綾町の個体群は胸高直径11. 5cm,

と推定され, 両個体群で明らかに成長の違いが認められ

る. しかし同レハイノキ属の亜高木性の種類であるクロ

バイでは直径30cm, 樹高15m に達するのに70 年程度(藤

井, 1994b) と, 成長が早いのに比べて, ハイノキは際

立って成長が遅い種類といえる.

ハイノキの耐陰性の強さを同じ節に属する亜高木性の

クロバイと比較した. クロ バイの資料としては, 藤井

(1998)が報告した奈良県奈良市春日山の個体群を用いた.

クロバイでは個葉の寿命は概ね2 年であるのに対し, ノ丶

イノキの個葉の寿命は4 年であった. またハイノキの当

年枝の伸張量は1.65cm で, クロバイの5.16cm に比べて

成長が遅い( 計測数は100, 以下同様). 当年枝につげる

葉数も少なく, クロバイが5.8 枚に対してハイノキは2.5

枚しかつげない. 個葉の面積も小さく, ハイノキ(5.15

cm2) は クロバイ(11.25cm2) の45% しかない. 葉面積指

数は測定していないが, おそらくクロバイがハイノキよ

り大きくなるものと考えられる. 以上のことからハイノ

キは個葉のサイズが牛さく, 寿命が長い特性を持ってい

ることが明らかとなった.

ハイノキの地理的分布

ハイノキは従来, 中国地方西部お よび四国・九廾|に分

布し, 兵庫県は特異な隔離分布とされてきたが, 最近の

筆者らの聞き取り調査や文献調査により, 岡山県新見市,

柵原町(岡山の自然を守る会, 1997 ・ 岡山大学農業生物

研究所1980), 和歌山県西牟婁郡大塔村(K.Seto N0.

3375 : OS  A), 和歌山県東牟婁郡本宮町など, 岡山県や

近畿地方南部にも生育していることが次第に明らかになっ

てきた. これらの情報と既存の文献から, 日本におげる

ハイノキの分布図を作成しか(Fig.  4).

西光寺山のハイノキ個体群が自生であるとすれば, そ

の成立要因が問題となる. 一般に照葉樹林構成種は温暖

多雨な気候条件を奸むため, 気温や降水量によってその

分布が制限されると考えられる. 事実, 最寒月の月平均

気温の等温線などの当値線図と, 照葉樹林の分布隕界線

が対応していることはよく知られている. しかしハイノ

キなど匸一音[Sの種類は, 気候指数値を用いても現在の分布

に対しての説明が困難である. これらの種類の分布様式

を説明するため, 服部(1985) は植物歴史地理学的視点か

ら, このような植物の分布は最終氷期にレフュジアに取

り残されていた個体群が√温暖化にともなって分布を拡

大し, 現在の分布を形成したと考えた. この考えでは以

下の二つの仮説が設定できる.

1) レフュジアは一地点ではなく, 多地点存在してい

た,2) 各地点の構成種には違いがあった,3) 気候的

条件の限界まで分布を拡大する時間としては最終氷期以

降の期間では短く, 分布拡大の途中である.

ハイノキの現在の分布にこの仮説を適用して解釈する

と, ハイノキのレフュジアは九廾|南部以外にも四国の足

摺岬や, 室戸岬, 潮岬など複数の地域であったと考えら

れるが, 由来地の特定には酵素多型やDNA 解析などを

おこなう必要があるだろう. 現在の西光寺山にハイノキ

が分布している理由は降水量や気候的要因では説明かっ

かずこ 今後の調査研究に待たねばならない.



西光寺山個体群の持続性

西光寺山のハイノキ個体群は分布の中心地にある綾町

の個体群に比べて, 個体群密度が低く, 樹高の低い個体

が多く, 成長が遅いことが特徴としてあげられる.

西光寺山の138株の個体群のうち, 開花または結実が

見られた個体は28株であった. 全体の20% が繁殖に参加

していることになる. しかし個体当たりの開花数や, 結

実数は少なく, 調査中の観察結果から, 今回の調査では

28株の結実個体から207個の種子が得られ, 個体当たり

の平均結実数は7.4と計算された. また親木周辺にハイ

ノキの実生が見られなかったことからレ西光寺山のハイ

ノキ個体群は実生による更新がおこなわれていない可能

性がある. 実生による更新は親木の近くではなく, 近似

種のクロバイの実生が光環境の違いによって生存率が変

動する(藤井,1994a)のと同様に, もっと明るい環境で可

能になるものと考えられる.

調査地内で伐採地に生育していた個体は地上部が切ら

れた跡から萌芽しているのが観察されたことから, ハイ

广キの株には地上部が枯れても新しいシュートを伸ばす

萌芽能力があると考えられる. また株立ちになることか

らも萌芽能力がクロバイに対して大きいことが推測でき,

西光寺山では一度定着すると長期にわたって生育する戦

略をとっているものと考えられる. したがって西光寺山

のハイノキ個体群は今後も持続して行くものと考えられ

るが, 現在の個体群の周辺では実生による更新は困難だ

と思われる.

ハイノキは虫媒花であり, 林内が明るいほうが開花量

の籬加および昆虫の訪花頻度の増加が予想され, 結実量

が増加する可能性も考えられる. また春日山の観察では,

クロバイ, シロバイともに, ギャップのほうが親木周辺

の林床より発芽数が多く, その後の生存率もギャップの

ほうが高くなっていることから, もし林床におけるハイ

ノキの生活史がクロバイやシロバイの稚樹段階までの生

活史戦略と似ていると仮定するなら, 実生の生存率向上

や成長量の増加を期待するには林床が明るいほうがよい

ど考えられる. このように ハイノキの実生の定着と更新

Fig.4. Geographical  distribution of Symplocos  myrtacea  in Japan, (mesh  size 22.5  x  18.5  km2)

data source- Nagamasu(1993),  Environmental  Agency(1979a,  b, 1980,  1988a,  b,c＼d,e, f), Miyazaki  Pref.
 , ed.
 (1981, 1982,

1984, 1985), Conservation  association of Nature, Okayama,  ed.  (1997), Okay  a ma Univ.,  ed.  (1980).



を促進するためには, 上層木の間伐や枝打ちなどにより,

林床を明るくすることが有効と推論される.
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App.l.  The  associaion table of the Symplocos  myrtacea  population.



App.l.  The  associaion table of the Symplocos  myrtacea  population(continued).

B: tree layer, S:  shrub layer, K:  herb layer.


